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物理学基礎（教職） 桜井　達雄

Fundamental Physics 桜井　達雄

1 後期(集中) 集中･不定期 応用生物科学科２年（教職履修者）

　 講義

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Fカリ･応用生物

実験事実に基づいて客観的・論理的に考える能力 実験事実に基づいて客観的・論理的に考える能力⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 夏季休業中の連続した３日間（４時間／日）の集中講義形式。
将来、中学校・高等学校の理科教員として物理分野の授業を受け持つことを想定して、指導者としての
学習内容の理解を深めることを目的としている。
主に高等学校「物理基礎」の内容を元として作成したテキストを用いて講義を進める。

(5)授業計画 １日目　
　　９：００～１０：００　物体の運動　運動の表し方
　１０：１０～１１：１０　物体の運動　力と加速度　　　　　
　１１：２０～１２：２０　物体の運動　運動方程式
　１３：２０～１４：２０　問題演習とまとめ　　　　　　　　
　

２日目
　　９：００～１０：００　仕事とエネルギー
　１０：１０～１１：１０　力学的エネルギー保存の法則
　１１：２０～１２：２０　波動　　　　
　１３：２０～１４：２０　問題演習とまとめ

３日目
　　９：００～１０：００　波動　音波
　１０：１０～１１：１０　電流
　１１：２０～１２：２０　問題演習とまとめ
　１３：２０～１４：２０　全体総括と授業アンケート

(6)成績評価の方
法

出席状況をベースに、活動に取り組む姿勢と問題演習の内容を総合的に評価する。
評価の割合は概ね欠席率で５０％、取組みの姿勢２５％、レポート２５％とする。

(7)成績評価の基
準

秀：達成目標水準から見て卓越している　　　　９０点～１００点
優：達成目標水準よりかなり上にある　　　　　８０点～　８９点
良：達成目標水準よりやや上にある　　　　　　７０点～　７９点
可：達成目標水準にある　　　　　　　　　　　６０点～　６９点
不可（Ｄ）：達成目標水準よりやや下にある　　 ５０点～  ５９点
不可（Ｆ）：目標達成水準にない　　　　　　　 ４９点以下

(8)事前事後学習
の内容

高等学校物理基礎に関わる教科書の内容を理解しておくことが望ましい

(9)履修上の注意 特にありません。

(10)質問,相談へ
の対応

授業の前後で対応する。

(11)学生へのメッ
セージ

あなたが将来、教員など理科実験の指導者になったことを想定して、自主的・主体的に取り組んでほし
い。

(12)その他

【教科書】 授業内で提供する教材を用いるので購入すべき教科書はない。

【参考書】


